ページ設定・フォントや文字サイズは変更しないでください。記載欄が足りない場合は行を追加してください。　　　　　　
□のチェックボックスはクリックすると ✓	 がつきます。お手数ですが、意図しない	 ✓ がないか、ご確認ください。　　　　
ご協力のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。　記載例は募集案内のＰ１７をご参照ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（第１号様式）
令和９年度かながわコミュニティカレッジ講座企画提案書

令和　　年　　月　　日
かながわ県民活動サポートセンター所長　様

	郵便番号
	

	所在地　　
【注１】
	

	法人(団体)名　
【注２】
	

	代表者　職・氏名
	

	【注１】主たる事務所所在地をご記載ください。
【注２】法人（団体）名は定款・規約にあわせ、略さず正式名をご記載ください。
【注３】複数の講座を提案する場合は、企画提案書を1講座ごとに作成してください。



下記のとおり講座企画を提案します。
	講座企画提案情報の提供について

	☐
	この提案書と添付資料を、令和９年度かながわコミュニティカレッジ事務局運営業務受託希望者に対し閲覧させ、写しを交付することに同意します。
左の□に必ず✔をしてください。クリックすると✔が付きます。

	講座企画提案団体の連絡先等　

	企画提案内容
の確認・調整の
連絡先　【注４】
	ふりがな
	

	
	氏名
	

	
	住所
	〒

	
	連絡先電話番号
	

	
	FAX番号
	

	
	メールアドレス
	

	ホームページURL
	

	【注４】提案内容の確認・調整を行うことがあります。
必ず、連絡がとれる電話番号・メールアドレス等をご記載ください。



	１　講座の名称

	講座名
	
	講座名の
文字数
	○文字

	副題（任意）
	
	副題の
文字数
	○文字

	【注５】
・　講座名は30文字以内としてください。
・　副題は必須ではありません。副題を設ける場合は、30文字以内としてください。
・　簡潔で一目でどのような講座かわかる講座名としてください。
・　講座企画提案書の提出後は原則、変更はできません。
・　講座名や副題に　「　」　＜　＞　（　）以外の記号を使用することはできません。
・　（1）（2）‥は使用できますが、機種依存文字①②‥といったマル数字は使用できません。「～」についても、使用できませんので、ご注意ください。



	２　講座の区分・分野　（それぞれ複数選択可）

	区


分
【注６】
	主催講座　☐


連携講座　☐
	分


野
【注７】
	①　地域のつながり・支え合い
	☐

	
	
	
	②　災害救援・減災・防災
	☐

	
	
	
	③　団体運営・ICT活用
	☐

	
	
	
	④　保健・医療・福祉
	☐

	
	
	
	⑤　子ども・若者
	☐

	
	
	
	⑥　人権 
	☐

	
	
	
	⑦　環境
	☐

	
	
	
	⑧　その他
	☐

	【注６】「主催講座」「連携講座」いずれでも実施できる場合は、両方を希望していただい
て構いません。　（募集案内P１１　「５　主催講座とは／連携講座とは」参照）　
【注７】該当する分野の□に必ず✔をしてください。クリックすると✔が付きます。
複数の分野に✔をつけることもできます。




	３　講座企画提案団体（講座実施団体）

	団体名称
	



	４　講座概要

	各回の講座で何を学び、何を体験するのかがわかるように、講座内容の概要をご記載ください。


	（回ごとに分けてご記載ください）
【第１回】









【第２回】





	５　講座のねらいと期待される効果

	（１）この講座を通じて、受講生にどのような学びや体験を届けたいですか。
４の講座概要との関連がわかるように、ご記載ください。

	


	（２）この講座を通じて、受講生にどのような一歩を踏み出してほしいですか。
　　　４の講座概要との関連がわかるように、ご記載ください。

	




	（３）この講座を通じて、地域や社会にどのような変化を生み出したいですか。講座で得た知識やスキル等が地域課題への取り組みや地域づくりにどのように活かされるか、４の講座概要との関連がわかるように、ご記載ください。

	







	６　想定する主な受講者層

	講座は
①　県内でボランティアやNPO等として活動を予定している人
②　県内でボランティアやNPO等として活動をしている人
③　神奈川県に在住・在勤・在学している人
を対象にしていますが、その中で「特に」どのような方に届けたいですか。
受講の前提となる知識の有無、活動経験の有無など「こんな方に受講してほしい」
という具体的なイメージを、箇条書きでご記載ください。
ただし、受講生を募集する際、年齢・性別・居住地域等を条件にすることはできません。

	




	７　講座実施方法・会場

	· かながわコミュニティカレッジ講義室１（定員４０名）、講義室２（定員４８名）（横浜市神奈川区鶴屋町２-24-２かながわ県民センター11階、横浜駅西口・きた西口より徒歩５分）を無料で利用できます。
· 活動体験や現地見学・実習など、必要に応じてかながわコミュニティカレッジ講義室以外の場所を講座実施場所とすることができます。その場合の会場手配、空調・音響等の環境整備は講座実施団体が行います。提案の採用・不採用が決定するのは令和９年４月頃（予定）になります。不採用の場合の会場キャンセル料等は提案団体の負担になりますのでご注意ください。
· オンライン講座も実施することができます。ただし、オンライン講座実施に当たり、必要な機材等は講座実施団体がご用意ください。貸出可能な物品については、コミカレ事務局（Ｐ９参照）までお問合せください。
· オンライン講座の配信場所については、かながわコミュニティカレッジ講義室が使用可能です。また、講座実施団体の活動拠点等からの配信も可能です。



	希望する講座の実施方法に ☑ を付けてください。クリックすると✓がつきます。

	☐
	すべての回を、かながわ県民センターの講義室で実施。

	☐
	すべての回を、Zoomなどを利用してオンラインで実施。
①オンラインの会議ツール名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
②講座を配信する会場　例：かながわコミュニティカレッジ講義室、講師〇〇氏宅、〇〇会館
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	☐
	すべての回を、かながわ県民センター以外の、神奈川県内の会場で実施。
（会場名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（会場の住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（会場を選択した理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

	☐
	すべての回を、講義室でもオンラインでも受講できる形で実施。
≪ハイブリッドで実施≫
①オンラインの会議ツール名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
②講座を配信する会場　例：かながわコミュニティカレッジ講義室、講師〇〇氏宅、〇〇会館
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	☐
	回によって、実施方法が異なる。　➡　各回の実施方法をご記載ください。
第１回の実施方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
第２回の実施方法
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
第３回の実施方法
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	☐
	その他の実施方法
（具体的な方法と、その方法を選択する理由をご記載ください。）





	８　講座実施計画書(カリキュラム)

	【注８】　講座の開催日程は、令和９年７月上旬から令和１０年３月上旬までの期間内としてください。提案の時点では概ねの時期（〇月第１週・〇月上旬等）を記載いただき、正式な日程は令和９年４月に運営業務受託者と調整いただくこともできます。
【注９】　１コマ＝90分以上180分未満（180分は２コマ）　　
コマ数は、①②など丸数字でご記載ください。24コマ以内でご提案ください。
【注１0】講座開催時間は９時30分から20時までの間で設定してください。
【注１1】ワークショップ、グループワーク、ディスカッション、現地実習、社会調査の活用など、受講者が参加・体験・実践する要素がある場合は「〇」を記入してください。講義を聴くことを中心とする場合は空欄にしてください。
【注１２】受講生の利便性を考え、１講座は概ね３か月以内、原則として週１回のペースで、できるだけ同じ曜日・時間で開催日程を組んでください。

	開催時期
【注８】
	


	回数
	コマ数
【注9】
	月日(曜日)
	講座内容
箇条書きまたは簡潔にご記載ください。
	実践
【注11】　
	講師予定者
肩書・氏名を
ご記載ください。

	
	
	時間【注１0】
	
	
	

	１
	
	
	

	
	

	
	
	
	
	
	

	２
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	３
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	４
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	５
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	６
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	７
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	８
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	９
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	10
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	計
	
	←コマ数の合計を記載してください。






	講師選定のポイント（肩書・専門分野・実績など、講師として適任と考える理由）をご記載ください。

	




	９　講座運営上の工夫

	講座資料、カリキュラム、受講生支援、運営体制など、工夫点があればご記載ください。


	







	１０　講座の特徴

	あてはまるものに☑ を付けてください。クリックすると✓がつきます。

	ア
	ワークショップやグループワーク、活動現場を体験できる現地実習、
社会調査の活用など実践的なカリキュラムがある講座である。
	☐

	イ
	メインテーマ「誰もが自らの力を発揮して活躍できる社会を目指して」
を踏まえた、「多世代」「地域での助け合い」「地域活動への参加」などの要素が盛り込まれた講座である。
	☐

	ウ
	「多様な背景を持った人が生きやすい社会を目指す」視点を取り入れた講座である。
	☐

	エ
	学んだことを次の活動に結びつける、「活動の場」や機会の紹介が盛り込まれた講座である。
	☐

	オ
	30代以下の受講者が一定数見込まれる講座である。
	☐

	カ
	アーカイブ配信を行うことができる講座である。
	☐

	キ
	すべての回が平日18時～20時の間、もしくは土日祝日の講座である。
	☐

	ク
	Zoom等によるオンライン開催を一部または全部の回で実施する。
	☐

	ケ
	Ｐ６（７）アaに該当し、災害ボランティアの入門的な講座である。
	☐

	コ
	Ｐ６（７）アbに該当し、災害ボランティアコーディネーターについて学ぶことを目的とした講座である。
	☐

	サ
	Ｐ７（７）イaに該当し、活動の様々な始め方・組織のあり方を紹介する入門的な講座である。
	☐

	シ
	Ｐ７（７）イbに該当し、ＮＰＯ向けの実践的な講座である。
	☐

	ス
	Ｐ７（７）ウに該当し、地域活動への参加意欲を育む、ボランタリー活動未経験者向けの講座である。
	☐

	セ
	その他、特筆すべき特徴やアピールポイントがありましたら、簡潔に箇条書きでご記載ください。









	１１　講座の定員・コマ数の合計・受講料

	「２　講座の区分・分野」で「主催講座」を選択した場合、A、B、D、Ｅをご記載ください。
Cの受講料は1コマ900円で固定です。

	Ａ　定員　
	　名　

	Ｂ　コマ数の合計
	コマ　

	Ｃ　1コマあたりの受講料
	９００円（固定）　

	Ｄ　受講料＝Ｂ×Ｃ＝Ｂ×900円
	円　

	Ｅ　受講料の他に徴収する実費があれば
ご記載ください。
	例　〇〇の材料費　4,000円


	「２　講座の区分・分野」で「連携講座」を選択した場合、ＡからＦをご記載ください。

	Ａ　定員
	　名　

	Ｂ　最少開講人数
	名　

	Ｃ　コマ数の合計
	コマ　

	Ｄ　1コマあたりの受講料（０円～2,000円）
	円

	Ｅ　受講料＝Ｃ×Ｄ
	円　

	Ｆ　受講料の他に徴収する実費があれば
ご記載ください。
	例　テキスト代　2,000円







	１２　経費見積書

	募集案内P２９をご参照ください。

	支出科目
	金額　（円）
	積算根拠　（単価、数量）

	
	円
	

	
	円
	

	
	円
	

	
	円
	

	
	円 
	

	
	円
	

	
	円
	

	支出合計（a）
	円
	

	１人・１コマあたり経費　※１コマは90分以上180分未満（180分は２コマ）

	支出合計
a
	受講定員
b
	講座コマ数
c
	受講生1人当たり経費d(=a/b)
	1人・コマ当たり
経費e(=d/c)

	円
	人
	コマ
	円
	円



	1３　フォローアップ

	講座終了後、受講生に対してどのような支援を行うかについて、ご記載ください。
例　ボランティア募集やイベント情報など、地域活動への参加（講座実施団体の活動への参加を含む）を促す情報提供、相談体制など

	







	1４　講座企画提案に関連した最近の活動実績

	· 講座のテーマや内容に関連する最近の活動実績をご記載ください。
· 直近の事業報告書及び会計報告書等（提案団体の活動状況が分かる書類）、法人（団体）
の定款または規約の写しを添付してください。
・　 同種の講座等を実施した事例がある場合は、講座名、開催時期、参加者数などもご記載
ください。別紙におまとめいただいて、ご提出いただくこともできます。
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